
 
 

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

平

成
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十

九

年
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経
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政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

審
査
特
例
制
度
の
見
直
し
に
併
せ
て
、
事
前
確
認
に
よ
り
製
造
・
輸
入
が
認
め
ら
れ
る
化
学
物
質
の
管
理
状
況
及
び
使
用

状
況
に
つ
い
て
、
事
後
監
視
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
化
学
物
質
の
有
害
性
情
報
の
収
集
に
積
極
的
に
努
め
る
こ
と
。 

 

二 

審
査
特
例
制
度
の
全
国
数
量
上
限
の
算
出
に
用
い
る
用
途
別
排
出
係
数
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
段
階
も
考
慮
に
入
れ
る
な
ど
、

化
学
物
質
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
も
配
意
し
、
安
全
側
に
立
っ
た
設
定
・
運
用
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
国
が
用
途
情
報
を
適

切
に
把
握
で
き
る
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
検
討
し
、
人
の
健
康
や
生
態
系
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ

う
万
全
を
期
す
こ
と
。 

 

三 

特
定
新
規
化
学
物
質
・
特
定
一
般
化
学
物
質
に
つ
い
て
は
、
予
防
的
な
視
点
で
、
製
造
・
輸
入
数
量
が
増
加
し
た
場
合
や

専
門
家
が
必
要
と
認
め
る
場
合
等
に
は
、
速
や
か
に
優
先
評
価
化
学
物
質
に
指
定
す
る
等
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

四 

化
学
物
質
管
理
に
関
す
る
規
制
・
制
度
に
つ
い
て
は
、
化
学
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
、
事
業
者
の
負
担
軽
減
及
び
国 

際
的
な
動
向
と
の
整
合
性
を
踏
ま
え
て
、
合
理
的
な
規
制
や
制
度
の
運
用
に
向
け
、
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。 

 

五 

Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
二
〇
二
〇
年
目
標
を
確
実
に
達
成
す
る
た
め
、
官
民
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
科
学
的
知
見
の
更
な
る
集
積
を

図
る
な
ど
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
評
価
・
リ
ス
ク
評
価
の
効
率
化
と
加
速
化
を
進
め
る
こ
と
。
そ
の
た
め
、
取
組
の
工
程
を
よ

り
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
所
要
の
予
算
の
確
保
・
体
制
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


